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外国語学部国際関係学科2年(参加時)

1. 大学生活

渡航前に受けたテストの結果に基づいていくつかのクラスに振り分けられました。 私
のクラスはUpper Intermediateというクラスで、 日本人以外に中国人とサウジアラビア
人がいました。 授業は毎週変わるトピックに関連した内容のリーディング、 スピー キン
グ、 ライティング、 リスニングをまんべんなく行っていきました。 この4技能を均等に伸
ばせるというような授業は、 自分に足りないところを理解するのに役立ちました。 ディス
カッションの時に周りの生徒の人たちは自分の意見をしつかり持ち即座に英語で話してい
ましたが、 対して私は全く上手くできず助けられてばかりでした。 ペアワ ークやグループ
ワ ークの機会がたくさんありましたが、 先生が多国籍のグループになるようにしてくださ
っていたので異文化を知る貴重な機会となっていました。 ランチが2時間と長かったので
フリーランチのイベントに参加したり、 ワ ークスペースでパズルやブレスレット作りをし
たりと様々なことをしました。 大学にはバスで1時間程かけて通っていたのですがその間
にもたくさんの出会いがありました。 最も印象深かったのは朝のバスで出会った80歳の
おじいちゃんです。 その人とはオーストラリアのことや家族のことについておしゃべりを
していたのですが、 別れ際に必ず 

“
Your English is good. Keep talking! 

’
'と元気づけてく れ

ました。 自分の英語 のできなさに落ち込んでいたので、 その言葉に本当に力を貰えまし
た。

2. ホームステイ

ホームステイ先はホストマザーと同じく留学をしに来ていたベトナム人の学生1人、
そして猫1匹の家庭でした。 家に到着した初日にホストマザーが「英語を学びに来ている
のだから、 あなたの英語で間違っているところがあればどんどん指摘していく」と言って
くださって、 いよいよ留学生活が始まるという実感がわいてきました。 なるべく英語を使
うために大学から帰ってきたらホストマザーに大学での出来事などを話していました。 わ
からない単語などはその場で翻訳アプリを用いて調べたりしていたので途切れ途切れにし
か話せていなかったですが、 きちんと話を聞いてくださって私の言いたいことを理解しよ
うとしてくれていました。 会話の中で文法の間違いを直してもらったり、 単語や発音を教
えてもらったりととても学びのある時間でした。 週末になると近所に住んでいる方々と集
まって一緒に夕飯を食べながらおしゃべりを楽しみました。 気候は日本の春くらいでした
が朝と夜はとても冷え込むので火を囲みながらだったのですが、 初めての経験でとても楽




